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人口�

男�

女�

世帯数�

80,716�

41,047�

39,669�

33,625

人�

人�

人�

世帯�

124�

44

人増�

人増�

  80人増�

59世帯増 

※世帯数および人口は、住民基本台帳�
　と外国人登録によるものです。�

人口と世帯�
（平成19年12月1日現在）�

2007
平成19年�

第969号�

毎月1日・15日発行�
 12.15 緑につつまれ友愛に満ちた�

市民のまち稲城�

主
な
記
事�

多摩・島しょ子ども体験塾�
住民税の住宅ローン控除�
人事行政の運営等の状況�
市職員の給与などの状況�
民生委員・児童委員�
生活資金の融資あっせん�
インフルエンザは予防から�

２面�
３面�
４面�
５面�
６面�
７面�
８面�

毎月１５日号には、生涯学習だより「ひろば」が折り込まれています。

　

市
役
所
の
窓
口
業
務
は
、
年
末
が　

月　

日（
金
）ま
で
、
年
始
は
１
月
４
日（
金
）

１２

２８

か
ら
で
す（
表
１
参
照
）。
ま
た
、
年
末
は
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
・
資
源
物
の
量
が
大

変
多
く
な
り
ま
す
。
最
終
収
集
・
回
収
日
に
集
中
し
な
い
よ
う
、
あ
ら
か
じ
め
少
し

ず
つ
出
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い（
表
２
参
照
）。
休
日
急
病
診
療
所
は
８
面
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

表１　市役所・各施設 　　は、休みです。空白は平常どおりです。

４日
（金）

３日
（木）

２日
（水）

１月１日
（火）

３１日
（月）

３０日
（日）

２９日
（土）

２８日
（金）問い合わせ施 設 名

婚姻・出生・死亡などの届け出は、市役所の当直員が取り扱い
ます。

1３７８－２１１１
（市役所）

市 役 所
（平尾・若葉台出張所）

1３７８－３４２１保健センター

1３７７－０９３１市 立 病 院

漏水など
緊急の場
合は、２４
時間受け
付けます。

漏水など
緊急の場
合は、２４
時間受け
付けます。

使用開始・中止など
　1０５７０－０９１１００
　1０４２－５４８－５１００
漏水など
　1０５７０－０９１１０１
　1０４２－５４８－５１１０

東京都水道局
多 摩 お 客 様
セ ン タ ー
（水道に関する
問い合わせ）

市民活動サポートセンター、男女平等推進センター、会議室
の利用は、年末は２７日（木）まで、年始は５日（土）からです（申
し込み受け付けは、年末は２７日（木）まで、年始は７日（月）か
らです）。

1３７８－２１１２地域振興プラザ

1３７８－６３６６子 ど も 家 庭
支援センター

年末は２７日（木）まで、年始は５日（土）からです。1３７８－３３６６福祉センター
（社会福祉協議会）

年始は７日（月）からです。1３７０－７５１０消費者ルーム
（消費者相談室）

年始は８日（火）からです。 1３７９－５３７４リ サ イ ク ル
シ ョ ッ プ

※一部の
業務のみ

電話受付（８時３０分～午後１０時）、霊安室
業務のみ行います。

※一部の
業務のみ1０４２－７９７－７６４１南 多 摩 斎 場

※東京都水道局多摩お客様センターのそれぞれ上段の電話番号はナビダイヤル、ＰＨＳ・ＩＰ電話などからは下段の電話番号へおかけください。
※南多摩斎場の１２月３０日は通夜以外の業務、１月４日は告別式以外の業務を行います。
※体育施設、文化センター、図書館などについては「ひろば」１２月１５日号（本号に折り込み）をご覧ください。

　
　

年
に
完
成
し
た
上
谷
戸
親

１８
水
公
園
が
、
国
土
交
通
省
主
催

の
「
手
づ
く
り
郷
土
賞
」
の
地

域
整
備
部
門
全
国
７
選
の
う
ち

の
ひ
と
つ
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

上
谷
戸
親
水
公
園
は
、
豊
か

な
自
然
と
歴
史
を 
偲 
ば
せ
る
郷

し
の

土
景
観
を
活
か
す
た
め
、
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
の
開
発
か
ら

本
地
区
を
除
外
し
、
上

谷
戸
川
と
そ
の
周
辺
の

里
の
原
風
景
（
水
田
・

竹
林
・
屋
敷
林
な
ど
）

を
保
存
・
復
元
し
、
自

然
観
察
や
水
遊
び
が
で

き
る
環
境
を
整
備
し
た

こ
と
や
、
ホ
タ
ル
の
復

活
や
地
域
の
皆
さ
ん
の

運
営
で
体
験
学
習
館
を
活
用
し

た
餅
つ
き
、
竹
の
子
掘
り
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
な
ど
、

住
民
の
交
流
の
場
と
し
て
も
活

用
さ
れ
て
い
る
点
が
評
価
さ
れ

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

▽
問
い
合
わ
せ　

緑
と
建
設
課

緑
と
水
の
係

年末は２８日（金）１１時まで、年始は４日（金）からし尿受付表２　ごみ・資源物の収集、し尿くみとりの受付　 ▽問い合わせ　環境課ごみ・リサイクル係

若葉台長峰向陽台押立平尾住宅
賃貸平尾坂浜百村大丸

東長沼
矢野口地区

３１００番から３０９９番まで
２７日（木）２７日（木）２８日（金）２７日（木）２８日（金）２８日（金）２７日（木）２８日（金）２７日（木）２８日（金）２７日（木）２８日（金）最終日（１２月）燃える

ごみご
み

収
集
最
終
日
・
開
始
日

７日（月）７日（月）４日（金）７日（月）４日（金）４日（金）７日（月）４日（金）７日（月）４日（金）７日（月）４日（金）開始日（１月）

２８日（金）２１日（金）２４日（月）２５日（火）２７日（木）２７日（木）１８日（火）１７日（月）２８日（金）１７日（月）２１日（金）２０日（木）最終日（１２月）燃えない
ごみ １１日（金）４日（金）１４日（月）１５日（火）１７日（木）１７日（木）８日（火）７日（月）１１日（金）７日（月）４日（金）１０日（木）開始日（１月）

２８日（金）２８日（金）２８日（金）２５日（火）２６日（水）２７日（木）２４日（月）２７日（木）２６日（水）２７日（木）２５日（火）２４日（月）最終日（１２月）
びん

資
源
物

１１日（金）１１日（金）１１日（金）８日（火）９日（水）１０日（木）７日（月）１０日（木）９日（水）１０日（木）８日（火）７日（月）開始日（１月）

２６日（水）２４日（月）２６日（水）２８日（金）２６日（水）２４日（月）２５日（火）２４日（月）２５日（火）２４日（月）２８日（金）２７日（木）最終日（１２月）缶・ペット 
ボトル ９日（水）７日（月）９日（水）１１日（金）９日（水）７日（月）８日（火）７日（月）８日（火）７日（月）１１日（金）１０日（木）開始日（１月）

２６日（水）２６日（水）１９日（水）１９日（水）１９日（水）１９日（水）２６日（水）２６日（水）２６日（水）２６日（水）１９日（水）２６日（水）最終日（１２月）古紙・
古布 １６日（水）１６日（水）９日（水）９日（水）９日（水）９日（水）１６日（水）１６日（水）１６日（水）１６日（水）９日（水）１６日（水）開始日（１月）

収集終了収集終了１９日（水）収集終了１９日（水）１９日（水）２６日（水）２６日（水）２６日（水）２６日（水）収集終了収集終了最終日（１２月）金属物・
有害物 １６日（水）１６日（水）２３日（水）９日（水）２３日（水）２３日（水）３０日（水）３０日（水）３０日（水）３０日（水）９日（水）１６日（水）開始日（１月）

※粗大ごみの年内収集を希望する場合の受付は１２月２１日（金）５時まで。通常の受付は１２月２８日（金）まで、年始は１月４日（金）から。
※詳細はごみ・リサイクルカレンダーをご覧ください。

▲多くの方が竹の子掘り
に参加

▲５月には、各家庭から寄せられた「こいのぼり」が緑の風を受けて
泳ぎました

「手づくり「手づくり郷土 郷  土 賞賞」」を受賞を受賞
ふる さと

上谷戸 上  谷  戸 親水公園親水公園
かさ や と

地域の皆さんによる　
ホタル育成の様子

▲

年年
末末
年年
始始
のの
市市
のの
業業
務務



１９・１２・１５ 代表電話は３７８－２１１１　（２）

年
末
年
始
の
交
通
事
故
防
止

年
末
年
始
の
交
通
事
故
防
止

 

飲
酒
運
転
さ
せ
な
い

飲
酒
運
転
さ
せ
な
い

　

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

月月　

日
ま
で

日
ま
で

１２１２

３１３１

　

東
京
の　

市
町
村
は
、
次
世

３９

代
の
子
供
た
ち
に
様
々
な
感
動

体
験
を
提
供
す
る
、
子
ど
も
体

験
塾
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
一
環
と
し
て
、
稲
城
市
・

多
摩
市
・
町
田
市
が
共
同
で
次

の
事
業
を
開
催
し
ま
す
。

 
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

　
　
　
 
火
の
鳥
〜 
鳳  
凰 
編
〜

ほ
う 
お
う

▽
期
日
・
時
間　

第
１
回
＝　
２０

年
３
月　

日（
金
）・
午
後
７
時

２８

〜
、
第
２
回
＝　

年
３
月　

日

２０

２９

（
土
）・
２
時
〜

※
上
演
時
間
１
時
間　

分
、
途

４５

中
で
休
憩
が
あ
り
ま
す
。

▽
対
象　

稲
城
市
・
多
摩
市
・

町
田
市
の
小
・
中
学
生
を
中
心

と
し
た
親
子

※
託
児
サ
ー
ビ
ス
（
１
歳
６
カ

月
以
上
の
お
子
さ
ん
が
対
象
で
、

一
人　

円
）
が
あ
り
ま
す
。
希

５００

望
す
る
方
は
、
チ
ケ
ッ
ト
購
入

後
、
パ
ル
テ
ノ
ン
チ
ケ
ッ
ト
セ

ン
タ
ー（
1　

・
８
１
８
１
）に

３７６

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
定
員　

約
１
千　

人
（
先
着

４００

順
）

▽
費
用　

小
・
中
学
生
＝
１
千

円
、
高
校
生
以
上
＝
２
千
円

▽
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所　

稲
城
市

商
工
会
、
市
内
各
商
店
、
稲
城

市
芸
術
文
化
団
体
連
合
会
（
市

役
所
６
階
生
涯
学
習
課
内
）
、

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
地
域
振
興
プ
ラ
ザ
内
）

 
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
体
験

▽
期
日
・
時
間　
　

年
３
月　

２０

２８

日（
金
）・
４
時
〜
５
時（
予
定
）

▽
対
象　

稲
城
市
・
多
摩
市
・

町
田
市
の
小
・
中
学
生

　
　

月　

日（
土
）午
前
１
時

１１

１７

　

分
ご
ろ
、
矢
野
口
交
差
点

２５近
く
の
都
道
で
ワ
ゴ
ン
車
と

自
転
車
に
よ
る
交
通
死
亡
事

故
が
発
生
し
ま
し
た
。深
夜
、

横
断
歩
道
を
横
断
中
の
自
転

車
に
ワ
ゴ
ン
車
が
衝
突
し
た

も
の
で
す
。
今
年
の
市
内
で

の
交
通
死
亡
事
故
は
４
件
に
な

り
ま
し
た
。

　

市
や
警
察
で
も
様
々
な
事
故

防
止
対
策
を
推
進
し
て
き
て
い

ま
す
。
自
動
車
・
自
転
車
を
運

転
す
る
方
、
歩
行
者
の
方
々
が

交
通
ル
ー
ル
を
守
れ
ば
交
通
事

故
は
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

信
号
無
視
、
横
断
禁
止
場
所

横
断
、
ス
ピ
ー
ド
超
過
、
安
全

不
確
認
な
ど
を
絶
対
し
な
い
よ

う
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ　

管
理
課
交
通

対
策
係
、
多
摩
中
央
警
察
署　

1　

・
０
１
１
０

３７５

　

健
康
の
た
め
に
は
、
普
段
か

ら
少
し
で
も
体
を
動
か
す
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

日
常
生
活
だ
け
で
は
衰
え
が

ち
な
体
力
を
維
持
す
る
た
め
、

誰
で
も
無
理
な
く
簡
単
に
利
用

で
き
る
健
康
具
（
背
伸
ば
し
ベ

ン
チ
、
ぶ
ら
下
が
り
棒
、
平
均

台
）
を
、
平
尾
近
隣
公
園
の
北

側
散
策
ゾ
ー
ン
付
近
に
設
置
し

ま
し
た
。
散
策
の
途
中
な
ど

に
、
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。

▽
問
い
合
わ
せ　

緑
と
建
設

課
緑
と
水
の
係

▲健康作りに活用してください

　

年
末
の
繁
盛
期
を
迎
え
、
火

災
の
発
生
が
普
段
よ
り
多
く
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
市

民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
新
年

を
迎
え
て
い
た
だ
く
た
め
、
歳

末
消
防
特
別
警
戒
を
実
施
し
ま

す
。
「
火
は
見
て
る　

あ
な
た

が
離
れ
る　

そ
の
時
を
」
を
全

国
火
災
予
防
統
一
標
語
と
し
て

巡
回
広
報
し
、
火
災
予
防
を
呼

び
か
け
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
お
出
か
け
前
、
お

や
す
み
前
に
は
も
う
一
度
火
の

元
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
期
日　
　

月　

日（
祝
）〜　

１２

２４

１２

月　

日（
日
）

３０
▽
時
間　

午
後
６
時
〜　

時
１０

▽
問
い
合
わ
せ　

稲
城
消
防
署

総
務
課
庶
務
係　

1　

・
７
１

３７７

１
９

　

複
合
施
設
ふ
れ
ん
ど
平
尾
に

火
災
予
防
と
震
災
対
策
に
関
す

る
常
設
の
防
災
展
示
室
を
開
設

し
ま
し
た
（
月
曜
日
、
年
末
年

始
、
特
別
整
理
期
間
を
除
く
毎

日
）
。
日
頃
の
防
災
意
識
の
向

上
と
防
災
対
策
の
参
考
と
な
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

▽
時
間　
　

時
〜
５
時

１０

▽
展
示
内
容　

○
住
宅
火
災
で
の
死
者
数
の
減

少
を
図
る
住
宅
用
火
災
警
報
器

○
燃
え
に
く
い
防
炎
製
品

○
家
具
の
転
倒
防
止
対
策

○
非
常
食
な
ど
の
防
災
物
品

○
消
防
団
の
活
動
概
要

○
消
防
の
歴
史

○
災
害
活
動
写
真

▽
問
い
合
わ
せ　

稲
城
消
防
署

予
防
課
予
防
係　

1　

・
７
１

３７７

１
９

　

年
末
年
始
は
忘
年
会
や
新
年

会
な
ど
で
何
か
と
飲
酒
の
機
会

が
多
く
な
り
ま
す
。
東
京
都
と

警
視
庁
で
は
、
飲
酒
運
転
の
根

絶
を
目
指
し
、
都
内
の
飲
食
店

や
駐
車
場
事
業
者
な
ど
と
連
携

し
て
、
１
カ
月
間
こ
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

飲
酒
運
転
が
重
大
交
通
事
故

に
直
結
す
る
悪
質
な
犯
罪
で
あ

る
こ
と
を
自
覚
し
、
「
少
し
な

ら
」
と
い
う
考
え
方
は
絶
対
に

や
め
、
「
お
酒
を
飲
ん
だ
ら
運

転
し
な
い
」
「
お
酒
を
飲
ん
だ

人
に
は
運
転
さ
せ
な
い
、
車
を

貸
さ
な
い
」
「
運
転
す
る
人
に

は
お
酒
を
出
さ
な
い
、
す
す
め

な
い
」
を
徹
底
し
、
飲
酒
運
転

を
根
絶
し
ま
し
ょ
う
。

矢
野
口
で

死
亡
事
故
が
発
生

交
通
ル
ー
ル
を

交
通
ル
ー
ル
を

守
り
ま
し
ょ
う

守
り
ま
し
ょ
う

　

例
年　

月
は
、
交
通
事
故
死

１２

者
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
次

設
置
し
ま
し
た

設
置
し
ま
し
た

 

平
尾
近
隣
公
園
に

平
尾
近
隣
公
園
に

健
康
具

健
康
具

の
こ
と
に
注
意
し
て
、
交
通
事

故
防
止
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

 
車
両
を
運
転
す
る
方
へ

○
早
朝
、
夕
暮
れ
時
に
は
ラ
イ

ト
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

○
交
差
点
で
は
必
ず
安
全
確
認

を
し
て
く
だ
さ
い
。
信
号
無
視

や
歩
行
者
妨
害
は
絶
対
に
や
め

ま
し
ょ
う
。

 
自
転
車
に
乗
る
方
へ

○
「
一
時
停
止
」
の
標
識
が
あ

る
場
所
や
見
通
し
の
悪
い
交
差

点
で
は
、
必
ず
止
ま
っ
て
安
全

確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
信
号
は
必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

投票区別有権者数

計女男投票所名投票
区

４,９５９人２,２９４人２,６６５人第一小学校１

５,７２８人２,７３７人２,９９１人第一中学校２

３,１８５人１,５６８人１,６１７人第四保育園３

２,１２４人９８６人１,１３８人第二小学校４

５,４５４人２,６４５人２,８０９人第四小学校５

２,０７３人９７８人１,０９５人第一保育園６

２,８７８人１,４５５人１,４２３人平尾小学校７

５,００３人２,３９６人２,６０７人大丸地区会館８

４,０４６人２,０４４人２,００２人ふれんど平尾９

４,０６８人１,９１７人２,１５１人第七小学校１０

５,３４２人２,７３６人２,６０６人向陽台小学校１１

２,４４６人１,２６６人１,１８０人平尾自治会館１２

３,３３２人１,６８７人１,６４５人城山小学校１３

３,２３７人１,６９９人１,５３８人長峰小学校１４

６,７７３人３,４６５人３,３０８人若葉台小学校１５

２,７４５人１,３０４人１,４４１人第三中学校１６

６３,３９３人３１,１７７人３２,２１６人合　　　計

　
　

月
１
日
現
在
、
登
録
資
格

１２
の
あ
る
方
に
つ
い
て
、
住
民
基

本
台
帳
に
基
づ
き
、　

月
２
日

１２

に
定
時
登
録
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
定
時
登
録
に
よ
る
市

全
体
の
選
挙
人
名
簿
登
録
者
数

は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

選
挙
管
理
委

員
会

選
挙
人
名
簿
の
登
録
者
数

選
挙
人
名
簿
の
登
録
者
数

　

月
の
定
時
登
録

月
の
定
時
登
録

１２１２

▽
定
員　
　

人（
抽
選
）

３０

▽
費
用　

無
料

▽
応
募
方
法　

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

の
チ
ケ
ッ
ト
を
購
入
後
、
は
が

き
に
「
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
体
験
」、

住
所
、
電
話
番
号
、
参
加
者
全

員
の
氏
名
・
年
齢
・
座
席
番
号

を
記
入
の
う
え
、
パ
ル
テ
ノ
ン

多
摩
「
火
の
鳥
」
係
（
〒　

・
２０６

　
　

多
摩
市
落
合
２
の　

）
に

００３３

３５

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
期
限　
　

年
２
月　

日

２０

２５

必
着

 
バ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
ツ
ア
ー

▽
期
日
・
時
間　
　

年
３
月　

２０

２９

日（
土
）・
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
終
演

後
〜（
約　

分
）

３０

▽
対
象　

稲
城
市
・
多
摩
市
・

町
田
市
の
小
中
学
生

▽
定
員　
　

人（
抽
選
）

３０

▽
費
用　

無
料

▽
応
募
方
法　

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

の
チ
ケ
ッ
ト
を
購
入
後
、
は
が

き
に
「
バ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
ツ
ア

ー
」
、
住
所
、
電
話
番
号
、
参

加
者
全
員
の
氏
名
・
年
齢
・
座

席
番
号
を
記
入
の
う
え
、
パ
ル

テ
ノ
ン
多
摩
「
火
の
鳥
」係（
〒

　

・　
　

多
摩
市
落
合
２
の　

）

２０６

００３３

３５

に
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
期
限　
　

年
２
月　

日

２０

２５

必
着

◆
共
通
事
項

▽
会
場　

パ
ル
テ
ノ
ン
多
摩

▽
出
演　

わ
ら
び
座

▽
問
い
合
わ
せ　

企
画
部
政
策

室

は
フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※
グ
ル
ー
プ
で
参
加
を
希
望
す

る
場
合
は
、
早
め
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　
　

年
１
月　

日

２０

１５

▽
申
し
込
み　

稲
城
国
際
交
流

の
会
事
務
局（
石
田
）　

1
・
5

　

・
３
５
３
３

３３１

　

私
た
ち
が
こ
の
地
球
の
上
で

仲
良
く
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に

は
、
お
互
い
に
理
解
し
合
う
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
切
で

す
。
い
ろ
い
ろ
な
国
の
方
が
集

う
ス
ピ
ー
チ
発
表
会
に
参
加
し

て
、
た
く
さ
ん
の
方
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
ト
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

き
っ
と
そ
こ
か
ら
新
し
い
世
界

が
広
が
り
ま
す
。

▽
期
日　
　

年
２
月　

日（
日
）

２０

１７

▽
時
間　

１
時
〜
４
時　

分
３０

▽
会
場　

城
山
文
化
セ
ン
タ
ー

▽
内
容　

①
外
国
語
に
よ
る
ス

ピ
ー
チ（
テ
ー
マ
は
自
由
）　

②

外
国
籍
の
方
の
日
本
語
に
よ
る

ス
ピ
ー
チ（
テ
ー
マ
は
自
由
）　

③
日
本
語
に
よ
る
ス
ピ
ー
チ（
テ

ー
マ
は
「
異
文
化
体
験
」
「
国

際
理
解
」
な
ど
）

※
宗
教
・
営
利
に
か
か
わ
る
内

容
の
ス
ピ
ー
チ
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
ス
ピ
ー
チ
発
表
会
の
後
に
交

流
会
が
あ
り
ま
す
。

▽
発
表
時
間　

５
分
以
内

▽
募
集
人
数　
　

人
程
度

２０

▽
申
し
込
み
方
法　

電
話
ま
た

スピーチ発表者募集スピーチ発表者募集

第１１回
国際理解プログラム

ココミュニケートしようミュニケートしよう
私たち地球家族私たち地球家族
～We are one ～～We are one ～

▲世界と交流の輪を作りませんか

▲防災に役立つ様々な展示内容

○
二
人
乗
り
や
携
帯
電
話
を
使

用
し
て
の
運
転
は
止
め
ま
し
ょ

う
。

 
歩
行
者
の
方
へ

○
信
号
を
確
認
し
、
左
右
の
安

全
を
確
か
め
て
か
ら
渡
り
ま
し

ょ
う
。

○
遠
回
り
で
も
横
断
歩
道
を
渡

り
ま
し
ょ
う
。

○
夕
暮
れ
時
か
ら
夜
間
は
明
る

い
服
装
と
反
射
材
を
身
に
つ
け

ま
し
ょ
う
。

▽
問
い
合
わ
せ　

管
理
課
交
通

対
策
係
、
多
摩
中
央
警
察
署　

1　

・
０
１
１
０

３７５

▽
問
い
合
わ
せ　

協
働
推
進
課

協
働
推
進
係

開
設
し
ま
し
た

開
設
し
ま
し
た

 

ふ
れ
ん
ど
平
尾
に

ふ
れ
ん
ど
平
尾
に

防
災
展
示
室

防
災
展
示
室

火
の
元
の
確
認
を

火
の
元
の
確
認
を

お
願
い
し
ま
す

お
願
い
し
ま
す 

歳
末
消
防
特
別
警
戒

歳
末
消
防
特
別
警
戒

参参加加者者募募集集

わわららびび座座
ミミュューージジカカルル

多多摩摩・・島島ししょょ子子どどもも体体験験塾塾

交
通
事
故
防
止
を

交
通
事
故
防
止
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う

心
掛
け
ま
し
ょ
う



１９・１２・１５（３）　代表電話は３７８－２１１１

支　払�
を受け�
る　者�

種別� 支払金額� 給与所得控除後の金額� 所得控除の額の合計額� 源泉徴収税額�

住宅等借入金等�
特別控除の額�

イナギ　タロウ�

（受給者番号）�

氏
名�

（フリガナ）�

（役職名）�
稲城　太郎�

社会保険料�
等の金 額 �

生命保険料�
の 控 除 額 �

配偶者の合計所得�
個人年金保険料の金額�
旧長期損害保険料の金額�

受給者生年月日�

明� 大� 昭� 平� 年�月� 日�年�

中途就・退職�

国民年金～　　　　円�円�（摘要）住宅借入金等特別控除可能額�

本人が障害者�

住所（居所）�
又は所在地�
氏 名 又 は �
名　　　称�

東京都××区○○町１－２－３�

○○（株）�

寡婦�

退職�就職�

１９� ○�

（電話）　０１－２３４５－６７８９�

４６�１１�１�

月� 日�

地震保険料�
の 控 除 額 �

給料・賞与�

控除対象配偶者�
の有無等�

配偶者特別�
控 除 の 額 �特定� 老人�

２� ５００，０００� ０� ０�

その他� その他�特別�

扶養親族の数�
（配偶者を除く）�

障害者の数�
（本人を除く）�

５，５００，０００�

２５０，０００�

３，８６０，０００� ２，０２０，０００�

９２，０００�

０�

東京都稲城市東長沼２１１１�
○○マンション１０１�

住
所
又
は
居
所�

老
人�

有� 無� 従有�

従
無�

未
成
年
者�

支
払
者�

乙
欄�

寡
夫�

勤
労
学
生�

死
亡
退
職�

災
害
者�

外
国
人�

特
　
別�

一
　
般�

そ
の
他�

特
　
別�

○�

２０年２０年１１月１１月１１日から日から
変わります変わります

配配偶偶者者暴暴力力防防止止法法

　配偶者暴力防止法の一部改正法が、
１９年の通常国会で成立し、７月１１日に
公布され、２０年１月１１日から施行され
ます。

▽改正の主な内容
①保護命令制度の拡充
○生命または身体に対する脅迫を受け
た被害者に係る保護命令
○電話などを禁止する保護命令
○被害者の親族などへの接近禁止命令
②市町村基本計画の策定の努力義務など

※内閣府では配偶者からの暴力被害者
支援情報サイト（http://www.gender. 
go.jp/e-vaw/index.htm）を開設して
います。

▽問い合わせ　協働推進課女性青少年
係

　

国
や
都
の
制
度
に
、
児
童
扶

養
手
当
と
児
童
育
成
手
当
が
あ

り
ま
す
。
手
当
を
受
給
す
る
た

め
に
は
、
本
人
が
申
請
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
手
当

認
定
に
は
、
所
得
制
限
な
ど
の

支
給
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

 
児
童
扶
養
手
当

▽
対
象　

離
婚
・
父
死
亡
な
ど

で
ひ
と
り
親
家
庭
状
態
に
あ
る

方
、
ま
た
は
父
母
に
扶
養
さ
れ

て
い
な
い　

歳
到
達
の
年
度
末

１８

ま
で
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

方※
父
子
家
庭
や
公
的
年
金
の
受

給
者
を
除
く
。

 
児
童
育
成
手
当（
育
成
手
当
）

▽
対
象　

父
ま
た
は
母
が
死
亡
・

離
婚
・
重
度
の
障
害
・
生
死
不

明
な
ど
で
ひ
と
り
親
家
庭
状
態

に
あ
る
方
、
ま
た
は
父
母
に
扶

養
さ
れ
て
い
な
い　

歳
到
達
の

１８

年
度
末
ま
で
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
方

▽
問
い
合
わ
せ　

子
育
て
支
援

課
児
童
係

▽
所
在
地　

平
尾
２
の　

の　
４９

２０

▽
対
象　

住
宅
に
困
窮
し
て
い

る
方
で
、
引
き
続
き
１
年
以
上

市
内
に
居
住
し
、
次
の
す
べ
て

に
該
当
す
る
方

①
原
則　

歳
以
上
の
ひ
と
り
暮

６０

ら
し
で
、
自
立
し
た
生
活
が
で

き
、
自
宅
で
生
活
す
る
事
に
不

安
が
あ
る
方　

②
常
時
医
療
を

必
要
と
し
な
い
方　

③
共
同
生

活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
方　

④
家
族
の
援
助
を
受
け
ら
れ
な

い
方

▽
申
請
期
間　
　

月　

日（
月
）

１２

１７

〜　

日（
金
）

２８
※
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く
。

▽
申
請
方
法　

高
齢
福
祉
課
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
市

内
２
カ
所
）
、
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー（
市
内
２
カ
所
）に
あ

る
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
持
参
、
郵
送
、
各
支
援
セ

ン
タ
ー
職
員
に
よ
る
代
行
申
請

の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

※
市
の
入
所
者
選
定
会
議
に
諮

り
、
入
所
者
を
決
定
後
、
連
絡

し
ま
す
。

▽
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

高
齢

福
祉
課
高
齢
福
祉
係

　

市
で
は
、　

歳
以
上
の
ひ
と

６５

り
暮
ら
し
の
方
（
生
活
保
護
受

給
中
の
方
は
除
く
）
に
、
冬
季

見
舞
品
を
お
届
け
し
ま
す
。

▽
期
間　
　

月　

日（
土
）〜　

１２

１５

３１

日（
月
）

※
長
期
不
在
な
ど
で
連
絡
の
と

れ
な
い
方
に
は
、
届
け
ら
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
宅
配
業
者
が
各
自
宅
に
届
け

　
　

月
１
日
か
ら
来
署
に
よ
る

１１
相
談
は
、
十
分
な
相
談
時
間
を

確
保
す
る
た
め
事
前
の
予
約
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

※
納
税
相
談
、
確
定
申
告
な
ど

の
作
成
と
提
出
の
場
合
は
、
事

前
の
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
問
い
合
わ
せ　

日
野
税
務
署

1　

・　

・
５
６
６
１

０４２

５８５

　
　

年
１
月
１
日
現
在
、
市
内

２０
に
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る

方
は
、
申
告
が
必
要
で
す
。　

　

前
年
と
申
告
内
容
が
変
わ
ら

な
い
方
、
商
号
変
更
・
廃
業
な

ど
を
し
た
方
も
、
そ
の
旨
を
記

載
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

 
償
却
資
産
と
は

　

土
地
・
家
屋
以
外
の
事
業
用

の
資
産
で
、
所
得
税
・
法
人
税

の
申
告
で
減
価
償
却
費
と
し
て

損
金
や
必
要
経
費
に
算
入
し
て

い
る
構
築
物
、
機
械
・
設
備
、

器
具
・
備
品
な
ど
で
す
。

 
償
却
資
産
と
な
る
例

○
飲
食
店
＝
ク
ー
ラ
ー
、 
厨 

ち
ゅ
う 
房 ぼう

設
備
、
レ
ジ
ス
タ
ー
、冷
蔵
庫
、

カ
ラ
オ
ケ
他

○
理
容
・
美
容
店
＝
理
容
い
す
、

蒸
し
器
、
サ
イ
ン
ポ
ー
ル
他

○
医
院
＝
ベ
ッ
ド
、
手
術
・
検

査
機
器
、
調
剤
機
器
、
パ
ソ
コ

ン
他

○
ア
パ
ー
ト
・
駐
車
場
経
営
＝

外
構
、
植
栽
、
自
転
車
置
場
、

ご
み
置
場
、
舗
装
ほ
か

○
農
業
＝
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
、

チ
ッ
パ
ー
、
果
樹
棚
、
防
鳥
網

ほ
か

▽
申
告
期
限　
　

年
１
月　

日

２０

３１

▽
申
告
・
問
い
合
わ
せ　

課
税

課
家
屋
係

　
　

年
中
に
取
り
壊
し
た
家
屋

１９
に
つ
い
て
は
、　

年
度
か
ら
固

２０

定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
を
課

税
し
ま
せ
ん
。
家
屋
を
取
り
壊

し
た
方
は
、
届
け
出
を
お
早
め

に
お
願
い
し
ま
す
。

※
家
屋
を
取
り
壊
し
、
新
築
、

増
築
し
た
時
は
、
登
記
所
へ
の

申
請
が
必
要
で
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

課
税
課
家
屋

係

入
居
者
募
集

入
居
者
募
集

 

生
活
支
援
ハ
ウ
ス

生
活
支
援
ハ
ウ
ス

「
ど
ん
ぐ
り
」

「
ど
ん
ぐ
り
」

新
し
く
な
り
ま
す

新
し
く
な
り
ま
す

 

住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

（
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
）制
度

（
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
）制
度

▽
問
い
合
わ
せ

課
税
課
市
民
税
係

▽
問
い
合
わ
せ　

課
税
課
市
民
税
係

　
　

年
度
の
税
制
改
正
に
よ
り
、

１９

　

年
分
の
所
得
税
か
ら
住
宅
ロ

１９ー
ン
控
除
が
引
き
き
れ
な
い
方

は
住
民
税
か
ら
控
除
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除（
住

宅
ロ
ー
ン
控
除
）
は
、
も
と
も

と
所
得
税
上
の
制
度
で
す
が
、

税
源
移
譲
に
伴
い
大
部
分
の
方

の
所
得
税
が
減
少
し
た
た
め
に
、

例
年
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
所

得
税
の
住
宅
借
入
金
等
特
別
控

除
も
減
少
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス

が
で
て
き
ま
す
。
そ
の
減
少
分

（
所
得
税
か
ら
引
き
き
れ
な
い

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
）に
つ
い
て
、

住
民
税
か
ら
差
し
引
く
制
度
が

設
け
ら
れ
ま
し
た
。
申
告
に
よ

り　

年
度
の
住
民
税
か
ら
控
除

２０
さ
れ
ま
す
。
該
当
す
る
方
は　
２０

年
３
月　

日
ま
で
に
申
告
し
て

１７

く
だ
さ
い
。

※
こ
の
場
合
の
「
所
得
税
か
ら

引
き
き
れ
な
い
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
」
と
は
、
税
源
移
譲
前
の
所

得
税
率
か
ら
従
前
ま
で
受
け
る

こ
と
が
で
き
た
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
額
を
算
出
し
、
そ
こ
か
ら
税

源
移
譲
後
の
所
得
税
額
を
差
し

申
告
の
方
法

▽
対
象　
　

年
１
月
１
日
〜　

１１

１８

年　

月　

日
に
入
居
し
、
所
得

１２

３１

税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受
け

て
い
る
方

※　

年
１
月
１
日
以
降
に
入
居

１９
さ
れ
、
新
た
に
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
の
確
定
申
告
を
行
う
方
は
、

期
間
延
長
な
ど
に
よ
り
所
得
税

だ
け
で
対
応
で
き
る
た
め
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

▽
申
告
期
限　

毎
年
控
除
を
受

け
よ
う
と
す
る
年
の
３
月　

日
１５

※　

年
に
つ
い
て
は
３
月　

日

２０

１７

▽
申
告
先　

所
得
税
の
確
定
申

告
を
必
要
と
す
る
方
＝
日
野
税

務
署
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を

必
要
と
し
な
い
方（
年
末
調
整
）

＝
そ
の
年
の
１
月
１
日
現
在
住

所
地
の
市
区
町
村

▽
必
要
書
類　

①
市
民
税
都
民

税
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
申

告
書
（
１
月
か
ら
課
税
課
で
配

布
）　

②
給
与
所
得
者
の
源
泉

徴
収
票
（
原
本
添
付
、
コ
ピ
ー

不
可
）

▽
関
係
書
類　

住
宅
借
入
金
等

の
年
末
残
高
の
記
載
（
住
宅
ロ

ー
ン
の
年
末
残
高
証
明
書
の
金

額
を
確
認
し
て
お
い
て
く
だ
さ

い
）

※
不
明
な
場
合
は
借
入
先
や
年

末
調
整
の
資
料
と
し
て
証
明
書

を
提
出
し
て
い
る
勤
務
先
な
ど

に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

日
野
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

税
務
関
連
相
談
は

税
務
関
連
相
談
は

予
約
を
！

予
約
を
！

届
け
出
て
く
だ
さ
い

届
け
出
て
く
だ
さ
い

家
屋
を
取
り
壊
し
た
方

家
屋
を
取
り
壊
し
た
方

お
届
け
し
ま
す

お
届
け
し
ま
す

高
齢
者
見
舞
品

高
齢
者
見
舞
品

ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

高
齢
福
祉
課

高
齢
福
祉
係

納期限　１２月２５日

固定資産税・都市計画税（第３期）
市民税・都民税（第４期）
国民健康保険税（第５期）

▽問い合わせ　納税課納税係

下水道受益者負担金（第３期）

▽問い合わせ　下水道課業務係

償
却
資
産

償
却
資
産

（
固
定
資
産
税
）

（
固
定
資
産
税
）の
申
告

の
申
告

年
１
月

　

年
１
月　

日
ま
で

日
ま
で

２０２０

３１３１

給
与
以
外
の
所
得
が
あ
り
、

所
得
税
の
確
定
申
告
で
住
宅

ロ
ー
ン
控
除
を
行
う
方

制
度
が
適
用
と
な
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
の
で
、
「
申
告
書
」

の
作
成
・
提
出
が
必
要
で
す
。

▽
対
象　

確
定
申
告
書
の
第
一

表
右
側
「
税
金
の
計
算
欄
」
の

所
得
税
額（
二
段
目
）か
ら
配
当

控
除（
三
段
目
）を
差
し
引
い
た

額
よ
り
住
宅
借
入
金
等
特
別
控

除
額
が
上
回
る
方

　
　

月
期
分（
８
月
〜　

月
分
）

１２

１１

の
手
当
を
振
り
込
み
ま
し
た
。

　

現
在
手
当
を
受
給
中
の
方
で
、

施
設
に
入
所
し
た
な
ど
に
よ
り

受
給
要
件
に
該
当
し
な
く
な
っ

た
場
合
は
、
速
や
か
に
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。
届
け
出
が
遅
れ

た
場
合
は
手
当
を
返
還
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

障
害
福
祉
課

障
害
福
祉
係

心
身
障
害
者
福
祉
手
当

心
身
障
害
者
福
祉
手
当

ご
存
じ
で
す
か

ご
存
じ
で
す
か

 

ひ
と
り
親
家
庭
を

ひ
と
り
親
家
庭
を

対
象
と
し
た
手
当

対
象
と
し
た
手
当

　

作
成
し
た
確
定
申
告
書
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。該
当
す
る
方
は
、

給
与
所
得
の
み
で
年
末
調
整
で

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
行
う
方

引
い
た
残
額
を
言
い
ま
す
。

※
こ
の
計
算
は
住
民
税
住
宅
借

入
金
等
特
別
控
除
申
告
書
に
よ

っ
て
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
計
算
が
で
き

る
書
式
を
掲
載
す
る
予
定
で
す
）。

※
全
員
が
該
当
す
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
該
当
す
る
か
否

か
を
判
断
の
う
え
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

※
こ
の
制
度
は
、　

年
度
〜　

２０

２８

年
度
ま
で
実
施
し
ま
す
。

　

年
末
調
整
後
に
勤
務
先
か
ら

配
付
さ
れ
る
「
源
泉
徴
収
票
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
該
当
す
る

方
は
、
「
申
告
書
」
の
作
成
・

提
出
が
必
要
で
す
。

▽
対
象　

次
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
方（
下
図
参
照
）　

①
「
源

泉
徴
収
票
」
右
上
の 
「
源
泉
徴

収
税
額
の
欄
」 
が
０（
ゼ
ロ
）で

あ
る
方　

②
「
源
泉
徴
収
票
」

中
段
の
摘
要
の
欄
に
、 
「
住
宅

借
入
金
等
特
別
控
除
可
能
額
」

の
金
額
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
金
額
が
「
源
泉
徴
収
票
」

中
段
右
の 
「
住
宅
借
入
金
等
特

別
控
除
の
額
」 
よ
り
大
き
い
方

平成１９年分 給与所得の源泉徴収票平成１９年分　給与所得の源泉徴収票



１９・１２・１５ 代表電話は３７８－２１１１　（４）

　「稲城市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、市職員
の任免の状況や、各種休暇などの勤務条件を市民の皆さんに広く知っていた
だくため、お知らせします。

▽問い合わせ　人事課人事給与係

特別休暇の概要
付与日数・期間など種類

必要と認められる時間公民権行使休暇
産前産後を通じて１６週間（多胎妊娠の場合にあっては、２４週間）以内産前産後休暇
１回の妊娠について１回に限り、日を単位１０日以内妊娠初期休暇
必要と認められる時間、妊娠中１０回の範囲内母子保健健診休暇
勤務時間の始めまたは終わりにそれぞれ３０分または一方に６０分妊婦通勤時間
１日２回それぞれ４５分間育児時間
出産の直前または出産の日の翌日から起算して２週間の範囲内で、日を単位として２日以内出産支援休暇
５日以内（１時間を単位としても可能）子の看護休暇
勤務が著しく困難な場合の休養として与える休暇生理休暇
職員の結婚：７日、職員の親族の死亡：１０日以内他慶弔休暇
日を単位として、災害により現住居が滅失または損壊した日から起算して７日を超えない範囲内災害休暇
必要と認められる最小範囲内（日・時間を単位）事故休暇
日または時間を単位として、必要と認められる範囲内伝染病予防休暇
日または時間を単位として、必要と認められる範囲内出頭休暇
日または時間を単位として、必要と認められる範囲内ドナー休暇
５日以内夏季休暇
５日の範囲内ボランティア休暇

４．職員の服務の状況（１８年度）

兼業許可職務免除区分

９件７５件件数

５．職員の研修の状況（１８年度）

備　　　考受講
者数研修の種類

一般研修、実務研修、特別研修（３１講座）７３３人庁内研修

職層別研修、政策・法務、能力開発、情
報処理、実務研修、特別研修（５３講座）２９７人東京都市町村

職員研修所派遣

専門実務研修（３講座）、自治政
策課題研修（２講座）５人市町村職員

中央研修所派遣

（６０講座）８５人その他の派遣研修

７．職員の昇任試験の実施状況（１８年度）
合格
者数

受験
者数実施日区分

７人９人１８年９月２４日管理職
昇任試験（Ａ）

行政職
（１）

１人１人１８年９月２３日管理職
昇任試験（Ｂ）

５人９人１８年９月２４日主任職
昇任選考（Ａ）

７人１１人１８年９月２３日主任職
昇任選考（Ｂ）

２人４人１８年９月２３日主任職
昇任選考（Ｂ）

行政職
（２）

１人１人１８年９月２３日主任職
昇任選考

医療職
（２）

５人６人１８年９月２３日主任職
昇任選考（Ａ）

医療職
（３）

１人１人１８年９月２３日主任職
昇任選考（Ａ）消防職

２９人４２人合　　計

８．職員の福祉及び利益の保護の状況（１９年度）
職員健康診断実施状況

受診者数内容受診者数内容
１２４人臨職健診６２６人一般健診
 ３６人ＶＤＴ健診 ４６人胃検診

  ７人腰痛検診

職員表彰状況
被表彰
者数内訳

１９人永年勤続優良職
員表彰（２５年）

４人
５団体職員業績表彰

９．東京都市町村公平委員会からの業
　　務状況報告（１８年度）

件数項目
０件勤務条件に関する措置の要求の状況
０件不利益処分に関する不服申立ての状況

人人事事行行政政のの運運営営等等のの状状況況

１．職員の任免及び職員数に関する状況
※教育長、再任用職員を含む。８３２人人数職員数（１９年４月１日現在）

２．職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
勤務時間・休憩時間・休息時間の状況

休憩時間・休息時間
勤務時間

終業時刻始業時刻勤務時間
正午から４５分間の休憩時間及び４時間の勤務時間ごとに１５分間の休息時間５時１５分８時３０分週４０時間

健康相談の実施状況
件数
５件

公務災害発生状況
件数
５件

６．職員の勤務成績の評定の状況

【人事考課制度】
　市では、「稲城市職員人事考課規
程」に基づき、人事考課を実施して
います。評価は、毎年９月３０日及び
３月３１日を基準日として年２回実施
し、その結果は人事管理に有効活用
しています。

３．職員の分限及び懲戒処分の状況（１８年度）
計休職免職降任区分分

限 ５件５件――件数

計免職停職減給戒告区分懲
戒 ０件――――件数

一
定
時
期
に
支
給
さ
れ
る
も
の

原
則
と
し
て
毎
月
支
給
さ
れ
る
も
の

決
ま
っ
て
支
給
さ
れ
る
も
の

例
年
支
給
さ
れ
る
も
の

退
職
時
に
支
給
さ
れ
る
も
の

図　給与の概要（１９年４月１日現在）

勤
務
実
績
に
応
じ
て
支
給
さ
れ
る
も
の

仕事の内容や責任に応じて給料表、級などによって区分されており、民
間でいう基本給に相当するもの

給料

民間における賃金や物価などに関する事情を考慮して支給される手当。
給料、扶養手当、管理職手当の合計額の１３％
（１８年度普通会計決算において、職員一人当たり平均支給月額４３,６８５円）
（国は地域区分により１８％～０％。ただし、経過措置中につき１４％～０％）
（東京都は地域区分により１３％～０％）

地域
手当

管理職手当などその他

扶養
手当

国東京都稲城市区分

１３,０００円１３,５００円１３,５００円配偶者

各６,０００円各６,０００円各６,０００円配偶者以外の
扶養親族２人まで

各６,０００円各５,０００円各５,０００円その他の扶養親族

各５,０００円各４,０００円各４,０００円１６歳～２２歳の子が
いる場合の加算

住居
手当

国東京都稲城市区分

自宅新築・購入後
５年以内

２,５００円

世帯主で扶養親族のある場合
９,０００円自己所有住宅

支給限度額
２７,０００円

世帯主で扶養親族のない場合
８,５００円賃貸住宅

通勤
手当

国東京都稲城市区分

原則６カ月
定期券額を支給
１カ月当たりの
支給限度額
５５,０００円

原則６カ月
定期券額を支給
１カ月当たりの
支給限度額
５５,０００円

原則６カ月
定期券額を支給

交通機関利用者
（電車、バスなど）

通勤距離に応じて
１カ月ごとに支給

通勤距離に応じて
原則６カ月分を
一括支給

片道２ｋｍ以上で
通勤距離に応じて
１カ月ごとに支給

交通用具使用者
（車、自転車など）

著しく危険、不快、不健康、困難な勤務、その他著しく特殊な勤務に従
事した時に支給される手当
（１８年度普通会計決算で、１８種類、受給職員割合１６.４％、受給者一人当
たりの平均受給月額４,７６１円。市立病院職員分を除く）特殊

勤務
手当

正規の勤務時間を超えて勤務した時に支給される手当（１８年度普通会計
決算で、職員一人当たり平均支給月額１２,８１４円）

時間外
勤務
手当

夜間勤務手当などその他

徴収手当、社会福祉主事手当、救急手当、機関手当、
出場手当、火災調査手当、深夜特殊業務手当、救出
救助専従手当

主な手当の名称

期末
勤勉
手当

国東京都稲城市
区分

勤勉期末勤勉期末勤勉期末

０.７２５月
（０.３５月）

１.４０月
（０.７５月）

０.４７５月
（０.２７５月）

１.６０月
（０.７５月）

０.５２５月
（０.２７５月）

１.５５月
（０.７５月）６月期

０.７２５月
（０.４月）

１.６０月
（０.８５月）

０.４７５月
（０.２７５月）

１.６５月
（０.９５月）

０.６２５月
（０.２７５月）

１.５５月
（０.９５月）１２月期

－
（－）

－
（－）

０.２５月
（０.１０月）

－
（－）

０.２０月
（０.１０月）３月期

４.４５月
（２.３５月）

４.４５月
（２.３５月）

４.４５月
（２.３５月）合計

有有有
職務
段階別
加算

※（　）内は、再任用職員に係る支給月数

退職時に支給される一時金（表３参照）
退職
手当

採用者（１９年４月１日付）
計看護師保健師医療技師職医師消防職技能労務職福祉職土木技術職一般事務職区分
４１人１５人１人１人６人５人－－２人１１人人数

退職者（１８年４月１日～１９年３月３１日）
計看護師保健師医療技師職医師消防職技能労務職福祉職土木技術職一般事務職区分
７４人３９人－１人１４人４人３人２人－１１人人数



１９・１２・１５（５）　代表電話は３７８－２１１１

表１　人件費の状況（１８年度普通会計決算）
人件費比率（Ｂ／Ａ）人件費（Ｂ）歳出額（Ａ）区分

２０.４％５,０３２,７８９千円２４,７３１,５５２千円１８年度
１８.３％５,０４８,５９１千円２７,５５６,４１２千円１７年度

※市の会計は、一般会計、特別会計、公営企業会計に分かれています。普通会計とは、稲城市では
一般会計に土地区画整理事業特別会計を加えたものをいいます。
※人件費には特別職に支給される給料・報酬などを含んでいます。

　市職員の給与は、市議会の議決によって定められる給与条例や、こ
れに基づく規則などによって支給されています。その内容について市
民の皆さんのご理解をいただくため、お知らせします（表１～１１、右
図参照）。

▽問い合わせ　人事課人事給与係

表２　職員の初任給（給料）の状況（１９年４月１日現在）
国稲城市・東京都

区分
初任給初任給

Ⅰ種　１７９,２００円
Ⅱ種　１７０,２００円１７９,２００円Ⅰ類（大学卒）一般

行政職
１３８,４００円１４２,７００円Ⅲ類（高校卒）

※この初任給のほか、扶養手当、地域手当、住居手当、通勤手当などが支給されます。

表３　退職手当の状況
国東京都稲城市

区分
定年退職普通退職定年退職普通退職定年退職普通退職
３０.５５月分２３.５０月分３３.５０月分２４.２５月分３５.００月分２４.２５月分勤続２０年

支
給
率

４１.３４月分３３.５０月分４３.５０月分３２.５０月分４５.５０月分３２.５０月分勤続２５年
５９.２８月分４７.５０月分５９.２０月分４９.７５月分５９.２０月分４９.７５月分勤続３５年
５９.２８月分５９.２８月分５９.２０月分５０.００月分５９.２０月分５９.２０月分最高限度

定年前早期退職特例措置
（２％～２０％加算）

定年前早期退職特例措置（２％～２０％加算）
消防職員加算加算措置

※普通退職とは、自己都合などによる退職をいいます。定年退職とは、定年・勧奨・死亡などによ
る退職をいいます。
※消防職員に対する加算とは、消防指令補以下の職員に対する加算措置のことで、その加算額は、
給料月額に在職年数に応じた一定の増加率を乗じて得た額です。
※普通会計における１８年度に退職した職員一人当たりの平均支給額は、普通退職で３９８万円（平均勤
続年数１２年５カ月）、定年退職で２,３５７万円（平均勤続年数３４年１０カ月）です。

表４　職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況（１９年４月１日現在）
技能労務職一般行政職

区分
平均年齢平均給与月額平均給料月額平均年齢平均給与月額平均給料月額
４９歳２月４２５,４７８円３４３,８０８円４５歳１月４６７,０７２円３６２,０７６円稲城市
４７歳０月４２９,０６５円３３０,７３２円４３歳７月４７３,４２７円３５７,４１４円東京都

※平均給与月額とは、給料に諸手当を加えたものの平均月額です。期末・勤勉手当（いわゆるボー
ナス）は含まれていません。

表５　一般行政職の級別職員数の状況（１９年４月１日現在）

計
１級２級３級４級５級６級７級８級区分

主事主事主任・
主事係長課長

補佐課長統括
課長部長標準的な職務内容

３４６人１２人７９人９７人７２人３８人２１人１７人１０人職員数
１００.０％３.５％２２.８％２８.０％２０.８％１１.０％６.１％４.９％２.９％構成比
１００.０％５.３％２０.７％２８.６％２１.８％ ９.３％６.７％４.７％２.９％１年前の構成比参

考 １００.０％３.２％１８.９％３２.８％１９.４％１２.３％７.１％３.４％２.９％５年前の構成比

※市の給与条例に基づく給料表の級区分によります。
※標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

表６　昇給期間短縮の状況（一般行政職員）
１８年度１７年度区分
３４３人３４９人職員数　（Ａ）
 ８６人 ７９人普通昇給期間を短縮して昇給した職員数　（Ｂ）
２５.１％２２.６％比率　（Ｂ／Ａ）

※昇給期間短縮とは、普通昇給期間（通常１２月）を短縮して昇給させる措置のことをいい、特別昇給
（特に勤務成績が良好な場合など）による短縮、昇任時の特別昇給（昇格改善）による短縮、初任給調
整による短縮などが含まれます。
※職員数には教育長、再任用職員を含んでいます。

表７　特別職の給料・報酬、期末手当の状況（１９年４月１日現在）
期末手当給料・報酬の月額区分

６月期　２.０５月
１２月期　２.３５月
３月期　０.４５月
　計　　４.８５月

８５４,０００円市長

給料 ７４０,０００円副市長

６９５,０００円収入役

６月期　２.０５月
１２月期　２.３５月
３月期　０.４５月
　計　　４.８５月

４９８,０００円議長

報酬
４５４,０００円副議長
４３２,０００円常任委員長など
４２４,０００円議員

※特別職の報酬などの額は、学識経験者などで構成される「稲城市特別職報酬等審議会」の答申に
基づき条例で定められています。

表８　職員数の状況
　　　　部門別職員数の状況と主な増減理由（各年４月１日）

１９年の職員数の主な増減理由対前年
増減数

職員数区分
１９年１８年部門

市長会への派遣者帰任による増（１）

厚生労働省との人事交流による増（１）理学療法士増員
（１）後期高齢者医療担当新設による増（２）子育て支援
課業務増による増（２）保険年金課嘱託職員を正職員化
（１）欠員不補充（△４）

１人７人６人議 会

一
般
行
政
部
門

０人８９人８９人総務・企画
０人２９人２９人税 務
３人１３７人１３４人民 生
０人２３人２３人衛 生
０人０人０人労 働
０人５人５人農 林 水 産
０人３人３人商 工
０人４８人４８人土 木
４人３４１人３３７人小 計

育児休業者復帰により減（△１）用務員退職補充を嘱託
化（△１）
人口増に伴う消防体制強化などによる増（１）

△２人８２人８４人教 育部

門

特
別
行
政

１人７６人７５人消 防

△１人１５８人１５９人小 計
医師、看護師の年度末退職者による減（△１６）△１６人２８８人３０４人病 院会

計
部
門

公
営
企
業

０人１１人１１人下 水 道
０人３４人３４人そ の 他

△１６人３３３人３４９人小 計
△１３人８３２人８４５人総合計

（平成１９年度地方公共団体定員管理調査個別団体表抜粋）
※職員数は一般職に属する職員数であり、教育長、地方公務員の身分を保有する休職者を含み、臨
時または非常勤職員を除きます。

表９　職員定数適正化目標

数値目標計画期間
終期始期

　△２２人２２年度１８年度

表１０　職員給与費の状況（１９年度普通会計予算）
一人当たり給与費
（Ｂ／Ａ）

給与費職員数
（Ａ）区分

計（Ｂ）期末・勤勉手当職員手当給料
７,４８８千円３,７２８,８５９千円９４９,１３０千円６８２,９６２千円２,０９６,７６７千円４９８人１９年度

※給与費は、人件費から退職手当、議員報酬、社会保険料の事業主負担分である共済費などを除い
たものです。この表には公営企業会計及び特別会計の職員給与費は含まれていません。消防職員は
含みます。
※職員手当のうち主なものは、扶養手当６３,９５４千円、地域手当２８７,３７２千円、時間外勤務手当１４７,１６９
千円などです。

表１１　職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況（一般行政職）（１９年４月１日現在）
経験年数２０年経験年数１５年経験年数１０年区分

―３２１,３５０円２８８,５８３円大学卒
一般行政職 ３２７,３００円２９４,１００円―短大卒

―２９７,０３３円２１７,３００円高校卒
※経験年数とは卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合で，採用後の年数をいいます。給
料月額には諸手当は含まれていません。

どで構成される「稲城市特別職報酬等審議会」の答申に基づき、市議会の審
議を経て条例で定めています。

給与水準
　都内の民間企業の賃金水準は、厚生労働省の１８年賃金構造基本統計調査に
よれば、全国を１００とした場合に１２１.７となっており、都道府県で最も高い水
準となっています〔平均給与（超過勤務手当などを除く）による比較〕。
　一方、前述のように定められた市の職員の給与水準は、一般行政職の場合、
１８年４月１日現在で、国の職員の給与水準を１００とした場合に１００.４となって
います（諸手当を含まない平均給料による比較）。これは東京都の多摩２６市の
中で上から１９番目となっています（最大１０３．８～最小９６．７。東京都は１０３．８）。

職員定数適正化の取り組み状況
　１３年１月発表の第二次行政改革大綱及び実施計画で、市政運営の合理化の
一環として、１３年度～１７年度の５カ年で３０人の定数を削減することとし、こ
れまでに３０人を削減し、目標を達成しました。
　１８年３月発表の第三次行政改革大綱及び実施計画では、１８～２２年度の５カ
年で２２人の定数を削減（市の特別な専門職である病院と消防職員を除く）する
こととしています（表９参照）。

人件費比率
　人件費の歳出額全体に占める割合を人件費比率といいますが、人件費比率
が高いと財政の健全性が失われ事業費を圧迫することになります。
　市では、人件費比率の抑制を図るため、前述のような給与水準や職員定数
の適正化に努めてきました。この結果、１８年度の普通会計決算では２０.４％と
なっており、給与の公表を始めた昭和５５年度（２３．２％）と比べると２．８％減と
なっています（表１参照）。

職員の配置
　市では、都市基盤や環境の整備をはじめ、福祉、医療、教育、消防など、
市民生活に密接にかかわる仕事を行うために、一般職員８３２人（４月１日現在、
教育長・再任用を含む）が勤務しています。
　施設別では、市庁舎に３０２人、市立病院に２８８人、保育園に７７人、消防署に
７６人、文化センター・図書館に３６人、その他水道課などの施設に５３人の職員
を配置しています。

給与決定のしくみ
　地方公務員の給与は、地方公務員法により生計費、国や他の地方公共団体
の職員、民間企業の従業員の給与などを考慮して定めることとされています。
　市ではこの給与決定の原則に従い、職員の給与は国や都が行う民間企業給
与実態調査に基づく勧告やその実施状況などを参考にし、さらに同一生活圏
である多摩各市の動向を考慮して、市議会の審議を経て条例で定めています。
　また、市長・副市長・教育長の給料、市議会議員の報酬は、学識経験者な

市市職職員員のの給給与与ななどどのの状状況況



１９・１２・１５ 代表電話は３７８－２１１１　（６）

あ
な
た
の
身
近
な
相
談
役
で
す

あ
な
た
の
身
近
な
相
談
役
で
す

 

民
生
委
員
・

児
童
委
員員

防寒の方法�

①保温材を水
　道管に取り
　付ける。�

②ビニールテ
　ープなどを
　下から上に
　重ね合わせ
　て巻き付け
　る。�

民生委員・児童委員

電話番号住　所氏　名

３７７－８９７４矢野口１５９３－２栗山　和子

３７７－４３８８矢野口１１８５－２原田　正行

３７７－４６７２矢野口４２５ 五  島 　静子
ご とう

３７７－６４０６矢野口６５３－５ 信  澤 　君枝
のぶ さわ

３７７－５４１４矢野口１８３７城所　恵子

３７７－６１２１矢野口２０２９青木　禮子

３７７－９６９０矢野口４８－５原田　勝子

３７７－９４６４矢野口２２１９鈴木　恵子

３７７－４５２９矢野口２７９７－２森田　江見

３７７－５１５４東長沼４１９－２齋藤　信一

３７７－２２５２東長沼６０山田　佳昭

３７７－８５７０東長沼９５１工藤シゲ子

３７８－０３９８東長沼１１３９－６藤森　良子

３７８－９１６３東長沼１７０８－６ 豊  口 　住枝
とよ ぐち

３７７－６９１２東長沼７３５宮崎　信子

３７７－６２１１東長沼１４４０－１石田　　勲

３７９－１２５９東長沼２１３１－３加藤眞知子

３７７－２３１２大丸１３９１梅沢みさ子

３７７－７５４８大丸８７８－３松本　和美

３７８－３１７０大丸６３０－１３－２０１川田ハルエ

３７８－３５５４大丸１６１－４石井美枝子

３７８－２６８７大丸８２－３－４０２出口　蓮子

３７７－６０５６大丸３７３林　美智子

３７７－６１３５大丸６１－１９松崎美枝子

３７７－６１９４百村５２０－１０齋藤　隆夫

３７７－２３７２百村２５１－３田島　和子

３７８－７１６６百村１５８６藤原　壽美

３３１－３２８４坂浜１０８４中山　宏司

３３１－３１７６坂浜１１０－３榎本　幸代

３３１－５９６９坂浜２８９１市村　和子

主任児童委員

電話番号住　所氏　名

３７９－４８９９矢野口１４７２－４佐藤久美子

３７７－９４２４大丸５３６－５　１－４１７山崎　和美

電話番号住　所氏　名

３７９－４１４７向陽台１－１７－１３ 狩  野 　和枝
か の

３３１－３０２８平尾２－１７－１０武田　洋子

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
（
主

任
児
童
委
員
）
は
３
年
の
任
期

満
了
に
よ
り
全
国
一
斉
に
改
選

さ
れ
、
稲
城
市
で
は
下
表
の
と

お
り　

人（
う
ち
新
任　

人
）の

５８

１６

方
が
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は　

月
１

１２

日
か
ら　

年　

月　

日
ま
で
で

２２

１１

３０

す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
（
主

任
児
童
委
員
）
は
、
日
頃
か
ら

地
域
の
高
齢
者
や
児
童
な
ど
の

福
祉
問
題
に
積
極
的
に
取
り
組

み
、
必
要
に
応
じ
て
行
政
機
関

と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
そ
の

解
決
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、

お
困
り
の
時
は
、
お
近
く
の
委

員
に
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ　

生
活
福
祉
課

地
域
福
祉
係

　

下
水
道
は
、
家
庭
や
工
場
か

ら
出
さ
れ
た
汚
水
を
下
水
道
管

を
通
し
て
処
理
場
に
集
め
、
そ

の
後
き
れ
い
な
水
に
し
て
か
ら

川
や
海
に
戻
し
ま
す
。
下
水
道

が
整
備
さ
れ
て
も
、
正
し
く
使

わ
な
い
と
役
に
立
ち
ま
せ
ん
。

次
の
こ
と
を
守
っ
て
、
下
水
道

を
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

▽
問
い
合
わ
せ　

下
水
道
課
施

設
管
理
係

　

寒
い
季
節
に
な
る
と
、
調
理

で
使
う
動
物
性
の
油
な
ど
は
下

温
筒
、毛
布
や
厚
手
の
布
な
ど
）

を
取
り
付
け
、
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー

プ
で
す
き
間
な
く
巻
き
ま
す
。

　

ま
た
、
蛇
口
は
特
に
凍
り
や

す
い
の
で
、
夜
間
は
布
な
ど
で

覆
っ
て
く
だ
さ
い
。

下
水
道
の
正
し
い
使
い
方

下
水
道
の
正
し
い
使
い
方

飲
食
店
の
皆
さ
ん
へ

飲
食
店
の
皆
さ
ん
へ

油
詰
ま
り
に
ご
注
意
を

油
詰
ま
り
に
ご
注
意
を

〇
水
洗
便
所
に
ト
イ
レ
ッ
ト
ぺ

ー
パ
ー
以
外
の
紙
や
異
物
を
流

さ
な
い
。

〇
下
水
道
管
が
詰
ま
る
原
因
に

な
る
の
で
、
野
菜
く
ず
や
ご
飯

の
残
り
、
天
ぷ
ら
油
な
ど
を
流

電話番号住　所氏　名

３３１－１３９８平尾３－１－１
平尾住宅３３－２０１小堀　武子

３３１－１５８９平尾３－１－１
平尾住宅３１－５０９ 木  附  沢 直樹

き つき ざわ

３３１－５４３２平尾３－７－５
平尾住宅６４－３０９末松　妙子

３３１－３７８３平尾２－７２－４上條満喜子

３３１－５０９０平尾１－２８－１３馬場　房義

３３１－９０８１平尾３－１－１
平尾住宅２９－３０６山中　　明

３３１－１６３６平尾１－１１－１６ 黒  髪 　紀子
くろ かみ

３３１－２７３４平尾２－６２－１４柴崎　　啓

３３１－３４４７平尾２－９９－８ 最 
さい

 勝 
しょう

 寺 常生
じ

３７７－０７９２押立６７２大槻八重子

３７８－２７１６押立１７１０－３ 庚  塚 　克子
こう づか

３７７－５２７６押立６８８土方　保道

３７９－６３３５向陽台３－１１－１清水千佳子

３７８－７７６３向陽台４－２－Ｂ９０１若松　和子

３７８－３９０６向陽台５－１０　１－２０４�田　孝子

３７７－８４５９向陽台１－６－４中村　達也

３７９－５２１５向陽台６－１ ビスタリエ３－２０１梅澤　文之

３３１－３３０５長峰２－３－５ 菅  田 　紀夫
すが た

３３１－８８３４長峰３－３－５－３０３河村美恵子

３５０－２１５８長峰３－２６－１秋草　君枝

３３１－３２９８若葉台１－３－２３榎本壮一郎

３３１－５９６０若葉台２－１２
ファインストーリアＩ棟１０６坂井　　力

３３１－６５９１若葉台３－１－１
ワルツの杜Ｄ－６０８関根　忠雄

３３１－６９４４若葉台４－１０－７五十嵐和世

防防
寒寒
のの
方方
法法（（
右右
下下
図図
参参
照照
））

漏水事故にご注意を！漏水事故にご注意を！
　建物の解体や改築時に、給水管
の漏水事故が多発しています。
　解体などを行う場合は、給水管
の撤去や改造などの申請が必要で
す。まずは水道工事店に相談して
ください。

▽問い合わせ　水道課配水係　1 
３７７－３９２３

下水道を下水道を
正しく使いましょう正しく使いましょう 稲城市

下水道キャラクター
かんちゃん

さ
な
い
。

〇
ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
な
ど
、
揮

発
性
の
高
い
危
険
物
は
下
水
道

管
の
中
で
爆
発
を
起
こ
す
原
因

に
な
る
の
で
絶
対
に
流
さ
な
い
。

▲稲城ふれあいの森２５周年記念フェスティバル
（１２月２日・坂浜）

▲

東京ヴェルディ１９６９の柱谷
新監督、高木選手らが表敬訪問

（１２月５日・市役所）
　Ｊ１復帰報告のため、市長
を表敬訪問しました。

　読売巨人軍の若手４選手がかけつけ、
児童と一緒にもちつきなどを行いました。
　写真中央は坂本勇人内野手、左は伊集
院峰弘捕手。このほか辻内崇伸投手と田
中大二郎外野手が参加しました。

▲

若葉台駅前 
イルミネーション
２００７点灯式
（１１月１７日）

▲稲城第二小学校
米づくり体験学習「収穫祭」（１２月５日）

�

　豊かな自然の中で野外活動が楽しめる施設
の周年事業。写真はまき割り体験

　駅北側ロータリーのもみの木とその
周辺に約１２，０００球の電飾が灯りました
（写真は点灯セレモニー）。

　消費者力を高める機会として、
坂浜自治会、消費者ルーム運営
協議会の共催により上谷戸緑地
体験学習館周辺で開催。写真は
同緑地内で採れた小麦粉で作っ
たうどんを味わう様子

▲

く
ら
し
フ
ェ
ス
タ　

上か
さ

   
 
谷 
戸
   や 
と

in

〜
見
直
そ
う　

食
と
環
境
〜

（　

月　

日
）

１１

１７

　

寒
さ
が
厳
し
く
な
る
と
、
水

道
管
の
水
が
凍
り
、
破
裂
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
水
道
管
に

も
十
分
な
防
寒
対
策
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

　

屋
外
に
配
管
さ
れ
、
①
管
が

露
出
し
て
い
る
場
所　

②
建
物

の
北
側
な
ど
日
の
当
た
ら
な
い

場
所　

③
風
が
強
く
当
た
る
場

所 凍
結
･
破
裂
の

凍
結
･
破
裂
の

起
こ
り
や
す
い
場
所

起
こ
り
や
す
い
場
所

水
道
管
の
中
で
固
ま
り
や
す
く

な
り
、詰
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

下
水
道
管
に
油
な
ど
を
流
さ

な
い
た
め
に
、
備
え
付
け
の
グ

リ
ー
ス
阻
集
器
（
グ
リ
ス
ト
ラ

ッ
プ
）
な
ど
の
点
検
や
清
掃
を

行
っ
て
く
だ
さ
い（
上
図
参
照
）。

▽
問
い
合
わ
せ　

水
道
課
配
水

係　

1　

・
３
９
２
３

３７７

　

保
温
材
（
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
保

水
道
管
に
も

水
道
管
に
も

冬
支
度
を

冬
支
度
を



１９・１２・１５（７）　代表電話は３７８－２１１１

子
供
の
預
か
り
な
ど
で
、
困
っ

て
い
ま
せ
ん
か
。

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
は
、
育
児
の
手
助
け

を
受
け
た
い
方
、
手
助
け
の
で

き
る
方
が
会
員
と
な
り
、
地
域

で
会
員
同
士
が
子
育
て
の
た
す

け
あ
い
活
動
を
行
う
も
の
で
す
。

希
望
す
る
方
は
、
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

※
子
育
て
を
お
手
伝
い
し
て
く

だ
さ
る
方
も
随
時
募
集
し
て
い

ま
す
。

▽
利
用
料　
　

円
〜
（
１
時
間

９００

当
た
り
）
、
年
会
費
＝　

円
５００

▽
問
い
合
わ
せ　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー　

1　

・
３７８

５
５
５
１

　

あ
な
た
も
パ
ソ
コ
ン
が
使
え

る
よ
う
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

初
心
者
歓
迎
で
す
。

▽
対
象　
　

歳
以
上
の
方

２０

▽
コ
ー
ス
･
期
日
･
時
間
・
費

用　

下
表
の
と
お
り

▽
定
員　

各　

人（
抽
選
）

１６

▽
会
場　

地
域
振
興
プ
ラ
ザ

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

年
１
月
９
日（
水
）

▽
時
間　

１
時　

分
〜
４
時

３０

▽
会
場　

商
工
会
会
議
室

▽
相
談
員　

商
工
会
職
員

▽
申
し
込
み
方
法　

電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

だ
よ
り�

商  

工  

会�

受
講
者
募
集

 
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

利
用
し
て
く
だ
さ
い

 
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

　
　

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

年
末
調
整
個
別
相
談
会

看
護
職
の
復
職
支
援
研
修

　

中
耳
炎
は
耳
鼻
科
で
よ
く

診
ら
れ
る
疾
患
で
、
中
耳
の

機
能
で
あ
る
聴
覚
（
難
聴
、

耳
鳴
り
）
、
平
衡
感
覚
（
メ

マ
イ
）
、
顔
面
運
動
、
味
覚

の 
障 

し
ょ
う 
碍 
を
生
ず
る
病
気
で
す
。

が
い

代
表
的
中
耳
炎
を
取
り
上
げ

て
み
ま
す
。

 
急
性
中
耳
炎（
痛
い
中
耳
炎
）

　

小
児
に
多
く
診
ら
れ
、
強

い
耳
痛
と
発
熱
を
伴
う
中
耳

炎
で
、か
ぜ
に
よ
る
耳
管（
中

耳
と
鼻 
咽  
頭 
を
継
ぐ
管
）
経

い
ん 
と
う

由
の
感
染
症
で
す
。
症
状
が

強
い
時
は
鼓
膜
切
開
に
よ
る

排
膿
が
必
要
で
す
が
、
大
部

分
は
投
薬
に
よ
り
約
２
週
間

で
治
癒
し
ま
す
。

  
滲 しん 
出 

し
ゅ
つ 
性 
中
耳
炎

せ
い

　
　

（
痛
く
な
い
中
耳
炎
）

　

乳
幼
児
と
高
齢
者
に
診
ら

れ
ま
す
が
痛
み
を
伴
い
ま
せ

ん
。
中
耳 
腔 
に
滲
出
液
が
貯

く
う

留
し
、
軽
い
難
聴
を
生
じ
ま

す
。
高
齢
者
で
は
老
人
性
難

聴
に
中
耳
炎
性
難
聴
が
加
わ

る
の
で
高
度
難
聴
が
自
覚
さ

れ
る
事
が
あ
り
ま
す
。
乳
幼

児
の
こ
の
中
耳
炎
は
小
学
低

学
年
ま
で
続
く
亜
急
性
中
耳

炎
で
す
。
難
聴
が
強
い
時
は

鼓
膜
切
開
、
鼓
膜
チ
ュ
ー
ブ

留
置
に
よ
る
滲
出
液 
排  
泄 
が

は
い 
せ
つ

必
要
に
な
り
ま
す
。

 
真
珠
腫
性
中
耳
炎

　
　
　

（
危
険
な
中
耳
炎
）

　

真
珠
腫
の
形
成
に
よ
り
虫

歯
の
よ
う
に
中
耳
骨
を
破
壊

す
る
た
め
に
髄
膜
炎
、
め
ま

い
、
顔
面
神
経
マ
ヒ
な
ど
を

発
症
す
る
こ
と
が
あ
る
中
耳

炎
で
す
。
し
ば
し
ば
手
術
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

 
航
空
性
中
耳
炎

　

飛
行
機
搭
乗
、
ダ
イ
ビ
ン

グ
時
に
生
ず
る
中
耳
内
腔
圧

と
大
気
圧
差
に
よ
る
中
耳
炎

で
、強
い
耳
痛
を
伴
い
ま
す
。

ダ
イ
ビ
ン
グ
で
は「
耳
抜
き
」

の
失
敗
と
称
さ
れ
る
状
態
で
、

耳
管
機
能
不
全
が
あ
る
た
め

で
す
。

　

い
ず
れ
の
中
耳
炎
も
鼻
咽

腔
と
耳
管
の
異
常
、
大
部
分

は
「
か
ぜ
」
に
原
因
が
あ
る

も
の
で
す
。

稲
城
市
医
師
会

　
　
　
　
　
　

安
藤　

一
郎

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部 NNNNNNNNNNNNNNNNNNNNoooooooooooooooooooo....................２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５第２部No.２９５

中耳炎の話

▽
対
象　

保
健
師
、
助
産
師
、

看
護
師
、
准
看
護
師
の
い
ず
れ

か
の
資
格
を
有
す
る
方　

▽
期
間　
　

年
１
月　

日（
月
）

２０

２１

〜　

日（
火
）　
　

２９
※
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
異

な
り
ま
す
。　
　

▽
会
場　

多
摩
南
部
地
域
病
院

（
京
王
・
小
田
急
多
摩
セ
ン
タ

ー
駅
下
車
徒
歩　

分
）　

１５

▽
内
容　

注
射
な
ど
の
実
習
、

病
棟
で
の
看
護
体
験
な
ど

▽
費
用　

無
料　

▽
応
募
期
限　
　

年
１
月
７
日

２０

※
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://w

w
w
.tam
an
an

‐h
p
.com

/

）
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

多
摩

南
部
地
域
病
院
看
護
部　

1　

・
３３８

５
１
１
１

　

初
め
て
着
付
け
を
学
ぶ
方
で

も
、
名
古
屋
帯
や
半
幅
帯
な
ど

が
一
人
で
結
べ
る
よ
う
に
お
教

え
し
ま
す
。

▽
期
日　
　

年
１
月　

日
・　

２０

１２

１９

日
・　

日
、
２
月
９
日
・　

日
・

２６

１６

生
徒
募
集

 
初
心
者
着
付
け
教
室

パソコン講習会
受講料時　間期　日コース テキスト代
５，０００円９時３０分　

～１２時３０分

２０年１月１５日（火）・
１６日（水）・２２日（火）・
２３日（水）の計４回

①ワード入門講座
（火・水コース） １，０５０円

５，０００円９時３０分　
～１２時３０分

２０年１月１７日（木）・
１８日（金）・２４日（木）・
２５日（金）の計４回

②パソコン入門講座
（木・金コース） １，０５０円

※講習の詳細は、各文化センターにあるチラシで確認してください。
※お子さんを連れての受講は、他の受講者の迷惑となる恐れがあり
ますので遠慮してください。

　

市
で
は
、
住
宅
〔
増
改
築
な

ど
（
耐
震
補
強
・
ア
ス
ベ
ス
ト

除
去
工
事
含
む
）〕
・
教
育（
入

学
金
・
授
業
料
な
ど
）
・
出
産

（
分
娩
・
入
院
費
用
な
ど
）資
金

の
調
達
を
予
定
す
る
方
に
、
取

扱
金
融
機
関
へ
の
融
資
あ
っ
せ

ん
と
金
利
の
補
助
を
し
ま
す
。

▽
対
象　

次
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
方　

①
市
内
に
１
年
以
上

居
住
し
て
い
る　

歳
以
上
の
方

２０

で
、
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

方　

②
前
年
の
世
帯
合
計
所
得

（
給
与
収
入
の
み
の
世
帯
の
場

合
、
控
除
後
の
所
得
）
が　

万
６００

円
以
内
の
方　

③
安
定
し
、
継

続
し
た
収
入
の
あ
る
方　

④
勤

続
年
数
ま
た
は
営
業
年
数
が
１

　

市
で
は
、
市
内
の
産
業
と
観

光
名
所
な
ど
を
市
内
外
に
広
く

紹
介
す
る
観
光
案
内
マ
ッ
プ
を

　

年
度
中
に
発
行
し
ま
す
。
こ

１９の
地
図
に
、
市
の
名
産
品
や
味

な
ど
を
紹
介
す
る
広
告
の
掲
載

事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

▽
対
象　

市
内
の
事
業
者
ま
た

は
市
に
対
し
て
出
資
を
し
て
い

て
観
光
地
図
の
広
告
に
ふ
さ
わ

し
い
事
業
者
な
ど

▽
マ
ッ
プ
の
仕
様
・
発
行
部
数

Ｂ
２
判
両
面
カ
ラ
ー
刷
り
・
２

万
部

▽
広
告
の
仕
様　

事
業
所
や
商

品
な
ど
の
写
真
と
文
字
で
構
成

（
１
枠
縦
４　

×
横　
　

）

cm

１０
cm

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
募
集
要
項
（
経
済
課
で

配
付
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　

▽
募
集
数　
　

枠
程
度

２５

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
で

す
。

▽
掲
載
料　

１
枠
２
万
円

※　

年
度
は
５
０
０
０
部
発
行

１７

　

市
内
の
公
衆
浴
場
で
は
冬
至

に
ゆ
ず
湯
を
行
い
ま
す
。
広
々

と
し
た
銭
湯
で
ひ
び
や
ア
カ
ギ

レ
を
治
す
と
い
わ
れ
る
ゆ
ず
湯

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

当
日
、
小
学
生
以
下
の
方
と

　

歳
以
上
の
方
は
入
浴
料
が
無

６５料
で
す
。
年
齢
の
分
か
る
も
の

を
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▽
期
日　
　

月　

日（
土
）

１２

２２

▽
会
場　

玉
城
湯（
矢
野
口
）、

稲
城
浴
場（
大
丸
）

▽
問
い
合
わ
せ　

玉
城
湯　

1

　

・
６
１
５
４
、
稲
城
浴
場　

３７７1　

・
７
２
２
２
、
市
役
所
経

３７７
済
課
商
工
係

小口事業資金の融資限度額など

融資期間融資限度額種　類
５年以内７００万円以内

運転資金
３年以内３００万円以内

７年以内１,０００万円以内
設備資金

５年以内５００万円以内

５年以内４００万円以内緊急運転
資金

７年以内７００万円以内開業資金

▽
申
し
込
み
方
法　

往
復
は
が

き
に
希
望
コ
ー
ス（
複
数
可
）、

住
所
、
氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）、
年

齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
記
入

し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　
　

月　

日
必
着

１２

２２

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
パ
ソ

コ
ン
講
習
会
係　

〒　

・　
　

２０６

０８０２

稲
城
市
東
長
沼
２
１
１
２
の
１

　

保
育
園
・
幼
稚
園
へ
の
子
供

の
送
迎
や
預
か
り
、
学
校
の
放

課
後
・
学
童
ク
ラ
ブ
終
了
後
の

　

市
内
に
事
業
所
が
あ
り
、
継

続
し
て
１
年
以
上
事
業
を
営
ん

で
い
る
中
小
企
業
者
ま
た
は
、

市
内
に
事
業
所
を
開
業
し
よ
う

と
す
る
方
な
ど
に
対
し
、
必
要

な
資
金
を
あ
っ
せ
ん
し
ま
す
。

 
運
転
資
金
・
設
備
資
金
・

　
　
　
　
　
 
緊
急
運
転
資
金

▽
対
象　

次
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
方　

①
市
内
で
１
年
以
上

同
じ
事
業
を
営
み
、
か
つ
信
用

保
証
機
関
の
信
用
保
証
対
象
業

種
の
事
業
を
営
ん
で
い
る
方　

②
市
税
が
賦
課
さ
れ
、
か
つ
市

税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方　

③

金
融
機
関
及
び
信
用
保
証
機
関

が
認
め
る
、
東
京
都
内
ま
た
は

隣
接
県
に
住
む
連
帯
保
証
人
を

つ
け
ら
れ
る
方

※
個
人
で
の
申
請
の
場
合
、
保

証
人
は
原
則
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
緊
急
運
転
資
金
の
場
合
は
、

最
近
３
カ
月
ま
た
は
１
年
間
の

売
上
高
ま
た
は
生
産
額
が
、
前

年
、
２
年
前
、
３
年
前
の
い
ず

れ
か
の
年
の
同
期
と
比
較
し
て
、

資
金
融
資

資
金
融
資

あ
っ
せ
ん
し
ま
す

あ
っ
せ
ん
し
ま
す

小
口
事
業

１
割
以
上
減
少
し
て
い
る
方　

 
開
業
資
金

▽
対
象　

次
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
方　

①
市
内
に
１
年
以
上

住
所
を
有
し
て
い
て
、
か
つ
信

用
保
証
機
関
の
信
用
保
証
対
象

業
種
の
事
業
を
開
業
し
よ
う
と

す
る
方
、
ま
た
は
開
業
し
て
１

年
未
満
の
方　

②
市
税
が
賦
課

さ
れ
、
か
つ
市
税
を
滞
納
し
て

い
な
い
方　

③
金
融
機
関
及
び

信
用
保
証
機
関
が
認
め
る
、
東

京
都
内
ま
た
は
隣
接
県
に
住
む

連
帯
保
証
人
を
つ
け
ら
れ
る
方

※
個
人
で
の
申
請
の
場
合
、
保

証
人
は
原
則
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
共
通
事
項

▽
融
資
限
度
額
・
融
資
期
間　

左
表
の
と
お
り

※
融
資
利
率
に
つ
い
て
は
、
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

経
済

課
商
工
係

年
以
上
で
、
現
在
も
継
続
し
て

い
る
方　

⑤
信
用
保
証
機
関
の

保
証
が
得
ら
れ
る
方

▽
融
資
限
度
額（
返
済
期
間
）　

住
宅
資
金
＝　

万
円
（
５
年
以

３００

内
）、
教
育
資
金
＝　

万
円（
５

１００

年
以
内
）
、
出
産
資
金
＝　

万
５０

円（
３
年
以
内
）

▽
融
資
利
率　

本
人
負
担
＝
１
・

　

％
、
市
補
助
＝
１
・　

％

０６３

９３７

▽
申
請
書
類　

①
申
請
書
（
経

済
課
で
配
布
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
）　

②
最
新
の
源
泉
徴
収
票
ま
た
は

確
定
申
告
書
の
写
し
な
ど
収
入

を
証
明
す
る
書
類　

③
住
民
票

④
印
鑑
証
明
書　

⑤
資
金
の
使

い
道
が
確
認
で
き
る
書
類
（
事

前
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
）

※
申
請
か
ら
融
資
実
行
ま
で
１

カ
月
程
度
か
か
り
ま
す
。

※
あ
っ
せ
ん
先
金
融
機
関
の
審

査
に
よ
り
、
融
資
金
額
が
希
望

額
に
達
し
な
い
、
ま
た
は
融
資

が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

※
他
の
借
り
入
れ
と
の
併
用
を

希
望
す
る
方
は
、
事
前
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

経
済

課
消
費
生
活
係

ごご活活用用くくだだささいい

 生活資金の生活資金の
融資あっせん融資あっせん

ご利用くださいご利用ください

冬冬至至ののゆゆずず湯湯

▽
期
日　
　

月　

日（
水
）、　

１２

２６

２０

　

日
の
土
曜
日（
全
６
回
）

２３▽
時
間　

１
時　

分
〜
３
時　

３０

３０

分▽
費
用　

６
千
円

▽
会
場　

地
域
振
興
プ
ラ
ザ

▽
定
員　

６
人（
先
着
順
）

▽
申
し
込
み
方
法　

直
接
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

シルバー
人材

センター
申し込み・問い合わせ
1 ３７７・２２１２

で
１
万
円

▽
応
募
方
法　

広
告
掲
載
申
込

書
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
期
限　
　

年
１
月　

日

２０

２１

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

経
済

課
商
工
係

社会福祉社会福祉
協議会協議会
からから

稲稲
城城
市市
観観
光光
案案
内内
ママ
ッッ
ププ

 

広
告
掲
載

広
告
掲
載

　

事
業
所
を

事
業
所
を

募
集
し
ま
す

募
集
し
ま
す



１９・１２・１５ 代表電話は３７８－２１１１　（８）

古紙配合率100％再生紙を使用しています。�

▽
期
日　
　

年
１
月　

日（
月
）

２０

２１

▽
時
間　

９
時
〜
正
午

▽
会
場　

城
山
文
化
セ
ン
タ
ー

▽
対
象　

市
に
住
民
登
録
の
あ

る
、
検
診
日
現
在　

歳
以
上
で

３５

前
回
検
診
月
か
ら
１
年
以
上
経

過
し
て
い
る
方

※
胃
の
手
術
を
し
た
方
、
治
療

中
、
妊
娠
中
の
方
を
除
く
。

▽
検
査
方
法　

バ
リ
ウ
ム
に
よ

る
胃
部
エ
ッ
ク
ス
線
撮
影

▽
定
員　
　

人（
抽
選
）

４４

▽
申
し
込
み
方
法　

は
が
き（
記

入
例
参
照
）
ま
た
は
電
子
申
請

サ
ー
ビ
ス
（h

ttp
s://w

w
w
.

e

‐tok
y
o.lg
.jp
/

）
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　
　

月　

日
必
着

１２

２１

▽
対
象　

助
産
師
の
資
格
を
有

す
る
方

▽
募
集
人
員　

若
干
名

▽
勤
務
内
容　

妊
産
婦
・
新
生

児
の
訪
問
指
導

▽
賃
金　

市
規
定
に
よ
る

▽
採
用　

随
時

▽
選
考
方
法　

面
接

▽
応
募
方
法　

電
話
で
問
い
合

わ
せ
の
う
え
、
履
歴
書
と
資
格

の
免
許
証
・
登
録
証
の
写
し
を

持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ

 
犬
や
猫
の
適
正
な
飼
育
に

　
　
　
　
　
 
努
め
ま
し
ょ
う

　

犬
や
猫
を
飼
う
方
は
、
愛
情

と
責
任
を
も
っ
て
他
人
に
迷
惑

を
か
け
な
い
飼
い
方
を
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
、動
物
の
生
理
や
本
能
、

習
性
な
ど
を
よ
く
知
っ
て
、
適

正
な
飼
育
と
し
つ
け
を
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

 
ふ
ん
は
必
ず
自
宅
に

　
　
 
持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い

　

最
近
、
犬
や
猫
の「
ふ
ん
害
」

に
対
す
る
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。飼
い
主
の
方
は
、

マ
ナ
ー
を
守
り
、
散
歩
時
の
ふ

ん
は
、
必
ず
自
宅
に
持
ち
帰
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
犬
や
猫
の
身
元
を
表

示
す
る
た
め
に
、
犬
に
は
鑑
札

※経済課消費生活係の相談で（予約必要）のものは、前日の午前８時３０分から午後
５時まで予約を受け付けます（先着順）。１２月２５日の法律相談は２１日に、２０年１月
４日の人権・身の上相談は１２月２８日に、予約を受け付けます。1３７８－２２８６
※消費者相談は電話（1３７８－３７３８）でも相談できます。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ    
稲
城
市
保
健
セ
ン
タ
ー

 
〒　

・　
 
稲
城
市
百
村　

の
１

２０６

０８０４

１１２

1　

・

３
４
２
１　

３７８

※
市
で
は
各
検
診
の
結
果
デ
ー
タ
（
個
人
情
報
）
を
保
管
・
集
計
し
、
今
後
の
健

康
づ
く
り
に
役
立
て
る
予
定
で
す
。
な
お
、
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
稲
城
市
個
人

情
報
保
護
条
例
に
基
づ
き
保
護
さ
れ
ま
す
。

土１２／１５

＋休日急病診療所 松本医院（東長沼）９時～５時　1３７７－６０２７日○１６ 
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係月１７

定期健康相談 ９時～１１時（前日までに予約） 保健センター
法律相談 ９時～正午（予約必要） 経済課消費生活係
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
くらしの書類作成相談 １時３０分～４時３０分（予約必要） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

火１８

１歳６カ月児健康診査（１８年５月生まれ） 保健センター
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
住宅リフォーム相談 １時～４時 経済課消費生活係
女性の悩み相談 １０時～４時（前日までに予約） 協働推進課女性青少年係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係
心配ごと相談 １０時～正午 福祉センター
高齢者・障害者の権利擁護相談 １時３０分～４時３０分（予約随時） 福祉センター

水１９

３歳児健康診査（１６年１１月生まれ） 保健センター
法律相談 ９時～正午（予約必要） 経済課消費生活係
税務相談 １時３０分～４時３０分（予約必要） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

木２０

消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
人権・身の上相談 １時３０分～４時３０分（予約必要） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

金２１

休日窓口　８時３０分～正午・１時～５時　市民課、保険年金課、課税課、納税課
女性の悩み相談 １０時～４時（前日までに予約） 協働推進課女性青少年係
心の専門相談 １時～４時（予約随時） 福祉センター

土２２

天皇誕生日
＋休日急病診療所　あべ内科クリニック（東長沼）９時～５時　1３７９－４８７０日○２３ 
振替休日
＋休日急病診療所　東長沼クリニック（東長沼）９時～５時　1３７９－４８５１月○２４ 
３カ月～４カ月児健康診査（１９年８月生まれ） 保健センター
定期健康相談 ９時～１１時（前日までに予約） 保健センター
法律相談 ９時～正午（予約必要） 経済課消費生活係
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

火２５

消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
不動産相談 １時３０分～４時３０分（予約必要） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 平尾出張所

水２６

法律相談 ９時～正午（予約必要） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係木２７

消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係金２８

＋休日急病診療所　谷平医院（矢野口）９時～５時　1３７７－６４３３土○２９ 
＋休日急病診療所　稲城診療所（大丸）９時～５時　1３７７－６１２８日○３０ 
＋休日急病診療所　石坂医院（矢野口）９時～５時　1３７７－５２７８月○３１ 
元日
＋休日急病診療所　桜井医院（押立）９時～５時　1３７８－３２２４火１／○１ 
＋休日急病診療所　高クリニック（平尾）９時～５時　1３３１－８２０１水○２ 
＋休日急病診療所　もりこどもクリニック（若葉台）９時～５時　1３５０－６９７７木○３ 
人権・身の上相談 １時３０分～４時３０分（予約必要） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係金４

高齢者などのインフルエンザ予防接種指定医療機関
電話番号住　所指定医療機関名
３７７－６４３３矢野口２７７－２谷平医院

３７９－０９３９矢野口３８０－２
１０１号室矢野口クリニック

３７７－５２７８矢野口６４０石坂医院
３７７－４１１６矢野口７２４－７　２階稲城やまざき整形外科
３７７－００３５矢野口７３０－１こせき内科クリニック

３７０－８７７０矢野口１５４１　１階かじわら内科泌尿器科
クリニック

３７７－６０２７東長沼７９９松本医院
３７９－４８５１東長沼１７２６－１６東長沼クリニック
３７７－３２１２東長沼１９８８－１１安藤耳鼻咽喉科医院
３７９－４８７０東長沼３１０７－１　２階あべ内科クリニック
３７７－６１２８大丸１１８稲城診療所
３７７－０９３１大丸１１７１稲城市立病院

４０１－３７３３大丸３０５１－１いしがきアレルギー科・
小児科医院

３７８－３３３３百村１０３－１菊池医院
３７０－７３６３百村１６２４－１　１０２栄耳鼻咽喉科クリニック
３３１－８５７０平尾１－５０－２０簡野クリニック
３３１－８２０１平尾１－５４－２０高クリニック
３３１－８２２１平尾３－７－２６平尾内科クリニック
３７８－３２２４押立１２５４－１桜井医院

３７７－３０８７向陽台５－４－２竹田耳鼻咽喉科気管食道
科医院

３７８－６６７７向陽台５－５－３向陽台クリニック
３５０－７１７１長峰２－２－２長峰クリニック
３５０－５３５５若葉台２－４－４　２階若葉台なかざわ整形外科
３５０－６０７５若葉台２－４－４　２階若葉台クリニック

※接種の日時は、医療機関により異なりますので、事前に
電話などで確かめてから、お出かけください。
※予診票は、上記医療機関及び保健センターにあります。

▽
対
象　

①
接
種
日
現
在　

歳
６５

以
上
の
方　

②
接
種
日
現
在　
６０

歳
以
上　

歳
未
満
の
方
で
、
心

６５

臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
の
機
能
に
、

自
己
の
身
辺
の
日
常
生
活
活
動

が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
程
度
の

障
害
を
有
す
る
方　

③
接
種
日

現
在　

歳
以
上　

歳
未
満
の
方

６０

６５

で
、
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス

に
よ
り
免
疫
の
機
能
に
日
常
生

活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
程
度

の
障
害
を
有
す
る
方

▽
接
種
期
限　
　

年
１
月　

日

２０

１１

▽
費
用　

２
千　

円
２００

※
生
活
保
護
受
給
の
方
は
無
料

▽
接
種
方
法　

直
接
、
左
表
の

指
定
医
療
機
関
に
予
約
し
て
、

接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

※
接
種
は
一
人
１
回
ま
で
。

▽
持
ち
物　

予
診
票
（
指
定
医

療
機
関
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
配

布
）、
健
康
保
険
証
な
ど
住
所
、

年
齢
が
分
か
る
も
の

を
、
猫
や
そ
の
他
の
動
物
に
は

名
札
な
ど
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

 
首
輪
や
引
き
綱
を
つ
け
て

　
　
 
し
つ
け
を
し
ま
し
ょ
う

　

首
輪
や
引
き
綱
を
つ
け
る
こ

と
で
散
歩
に
よ
る
行
動
療
法
に

つ
な
が
り
ま
す
。
犬
が
先
に
立

っ
た
ら
、
無
言
で
引
き
戻
す
こ

と
で
、
飼
い
主
が
い
つ
も
先
導

的
に
歩
く
よ
う
に
し
ま
す
。

 
犬
の
言
い
な
り
に
な
ら
な
い

　
　
　
　
 
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

　

何
か
し
て
ほ
し
け
れ
ば
、
犬

が
命
令
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
を
習
慣
に
し
ま
し
ょ

う
。
飼
い
犬
が
飼
い
主
に
従
う

「
ス
ワ
レ
」
「
フ
セ
」
な
ど
を

行
い
、
従
っ
た
ら
褒
め
、
欲
求

を
満
た
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

 
従
属
心
を
育
て
な
が
ら

　
　
 
食
事
を
与
え
ま
し
ょ
う

　

飼
い
主
の
家
族
全
員
が
食
事

し
て
い
る
と
こ
ろ
を
犬
に
見
せ
、

食
べ
終
わ
っ
て
か
ら
犬
に
食
事

を
与
え
、
主
従
関
係
を
確
立
し

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
、
感
染
し

た
人
の
ふ
ん
便
や
お
う
吐
物
を

介
し
て
人
か
ら
人
へ
感
染
し
、

感
染
性
胃
腸
炎
の
原
因
と
な
る

も
の
で
、
ご
く
少
量
で
あ
ら
ゆ

る
年
齢
層
の
方
に
感
染
し
ま
す
。

　

主
な
症
状
は
下
痢
、お
う
吐
、

腹
痛
、
発
熱
な
ど
で
、
潜
伏
期

間
は
、
半
日
か
ら
４
日
で
す
。

抵
抗
力
の
弱
い
高
齢
者
や
乳
幼

児
は
下
痢
や
お
う
吐
に
よ
る
脱

水
症
状
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

最
も
有
効
な
予
防
方
法
は
手

洗
い
で
す
。調
理
や
食
事
の
前
、

ト
イ
レ
の
後
や
お
う
吐
物
な
ど

の
処
理
（
手
袋
・
マ
ス
ク
な
ど

を
使
用
）
を
し
た
後
は
、
せ
っ

け
ん
と
流
水
で
十
分
に
手
を
洗

手
洗
い
で
予
防
！

手
洗
い
で
予
防
！

 

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
よ
る

感
染
性
胃
腸
炎

感
染
性
胃
腸
炎

っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
食
品
は
十
分
な
加
熱

処
理
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
情
報

　

厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://w

w
w
.m
h
lw
.g
o.

jp
/

）、
東
京
都
感
染
症
情
報
セ

ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
:

//id
sc.tok

y
o

‐eik
en
.g
o.jp
/

top
.h
tm
l

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
抽
選
結
果
は
期
日
の
２
週
前

ま
で
に
通
知
し
ま
す
。

受
け
て
安
心

受
け
て
安
心

胃
が
ん
検
診

胃
が
ん
検
診

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、食
事
を
与
え
る
時
は
、

食
器
に
一
口
ず
つ
与
え
、
食
べ

い
。

▽
応
募
期
限　
　

月　

日

１２

２７

て
か
ら
入
れ
る
こ
と
を
繰
り
返

し
、
従
う
気
持
ち
を
持
た
せ
ま

し
ょ
う
。

「胃がん検診希望」
１．期日
　　　２０年１月２１日
２．会場
　　　城山文化センター
３．住所
４．氏名・性別
５．生年月日・年齢
６．電話番号
７．前回検診年月日
※初めての方は「初診」
　と書いてください。

ふりがな

▼

は
が
き
記
入
例（
裏
面
）

募
集
し
ま
す

募
集
し
ま
す

新
生
児
訪
問
指
導
員

新
生
児
訪
問
指
導
員

犬
や
猫
を

犬
や
猫
を

飼
っ
て
い
る
方
へ

飼
っ
て
い
る
方
へ

インフルエンザは予防から
ひろげるなインフルエンザ　ひろげよう 咳 エチケット

せき

　インフルエンザは、毎年冬季に流行し、健康に大きな影響を与え
る国内で最大の感染症です。
　インフルエンザにかからないよう、
次の予防対策を行いましょう。
インフルエンザ予防対策
○外から帰ったら、手洗い・うがいをする。
○室内を適度に加湿し、換気をする
○規則正しい生活を心掛け、適度な睡眠・休養をとる。
○栄養のバランスがとれた食事をとり、適度な水分補給をする。
○用事がある時以外は、人込みへの外出を控える。
○外出時にはマスクを着用する。
　高熱などの全身症状の後、鼻水やのどの炎症などの症状が現れた
ら、かかりつけ医で受診するようにしてください。
インフルエンザに関する情報
　厚生労働省ホームページ（http://www.mhlw.go.jp/）、国立感染症
研究所感染症情報センターホームページ（http://idsc.nih.go.jp/ 
index-j.html）をご覧ください。
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